




























































































  前妻が﹁後妻うち﹂を行う︵かつ、章題に﹁後妻うち﹂が冠せられているため、話の主題は﹁後妻うち﹂である︶ 。
◦













































































































結果、 ﹁鉄輪﹂には、 ﹁後妻うち 事付タリ法花経 功力﹂ 物語展開上重要な役割を果たす三人︵いにしへ 妻・女 物のけ、大山半之丞、諸国あんぎやの僧︶に当該する人物が 女︵先妻︶ ・同人︵生霊︶ 女の夫、陰陽師・晴明として見出された。なお、 ﹁後 ﹂ 存在及び役割については後述する。
































































































































































































































﹁かなわ﹂には、 ﹁後妻うちの事付タリ法花経の功力﹂の物語展開上重要な役割を果たす三人︵いにしへの妻・女の物のけ、大山半之丞、諸国あんぎやの僧︶に当該する人物が、女は ︵おに︶ 、山田のさへもんくにとき、あへのせいめいとして見出された。





を打ち明け、そこに前妻との別れ 後妻 迎えるといった構図が見受けられる点︵ ︵
2︶ ―②︶ 、男の話を聞いた異能の人物が﹁やはりそう
































































かしらのかみを、手にからまひて﹂打ち据えようとしたのは、 ﹁鉄輪﹂に見るような後妻の形代ではなく ﹁あたしおとこ﹂である国時である。すなわち﹁かなわ﹂においては﹁後妻うち 事付タリ法花経 功力﹂の主要素の一つである﹁後妻うち﹂が行われていない為 両話類似性は﹁鉄輪﹂と﹁後妻 ち 事付タリ法花経 功力﹂ それに比し、やや希薄であると言える。また、藤井隆氏 かなわ﹂ 現存伝本が元禄頃書写の藤井蔵本 みであることを述べ いる
為#
、本編の流













リ法花経 功力﹂とを比較した際、 ﹁後妻うちの事付タリ法花経の功力﹂独特の設定もいくつか見受け た。
先ず﹁後妻うち 事付タリ法花経 功力﹂の主題は、前述のように





















































































































は、夫が彼女に心を移した為であり、後妻自身にさしたる個性は認められない。対する﹁後妻うちの事付タリ法花経の功力﹂における後妻は、夫を得たい ため 前 の﹁てうぶく﹂を行うという積極性を有した存在として位置づけられている。
また、 ﹁鉄輪﹂の女、 ﹁かなわ﹂の女房は共に、その本意であるとこ
ろの夫殺害を果たし得ず 怨嗟と再度の襲来を表明して立ち去ってる。一方で前述のように﹁後妻うちの事付タリ法花経の功力 の前は、 ﹁ほんもう﹂である﹁後妻うち﹂を成し遂げ、夜明けと共に墓中に消えている。 ﹁鉄輪説話﹂に比 、前妻の執念の凄まじさが強調されている様がうかがわれる。
これらの事柄からは、登場人物 物語展開の構図、本文は従来 作





























﹁うはなり︵後妻打︶考﹂ ︵ ﹃日本歴史﹄第三十五号、一九五一・四︶において﹁後妻うち﹂が平安期の﹁下層階級に一般に行はれてゐた習俗﹂であった由を指摘している。また文化八年︵一八一一︶の﹃烹雑の記﹄には、 ﹁後妻うち﹂が戦国時代にはルールが確立した民間習俗となっていた様が認められる。 かし寛文元年︵一六六一︶刊の﹃本朝女鑑﹄巻十二﹁うはなり妬を誡むる式
　
三﹂や、享保年間︵一七一六～































































 吉海直人氏は﹁橋姫物語の史的考察―源氏 背景論Ⅰ―﹂ ︵注 ︵
7︶








 前述の小田幸子氏は﹁作品研究﹁鉄輪﹂ ︵注 ︵
9︶ 前掲︶において﹁元
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